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テ
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『
保
育
者
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コ
ミ
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ニ
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考
え
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～
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人
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関
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こ
と
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し
て
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』

講　

師　

東
海
大
学
文
化
社
会
学
部

�
教
授　

有
沢
孝
治　

氏

　

沼
津
市
に
あ
る
プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
に
て
育
児
相
談

研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
一
〇
九
名
も

の
申
込
み
が
あ
り
、
当
研
修
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺

え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
日
は
台
風
の
影
響
た
め
、
五
十
一
名

が
欠
席
す
る
中
、
五
十
八
名
の
方
が
参
集
し
講
義
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
は
保
育
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎

に
つ
い
て
講
義
し
て
い
た
だ
き
、
午
後
は
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
し
て
、
対
人
相
談
場
面
に
お
け
る
様
々
な

要
素
を
踏
ま
え
た
ス
キ
ル
に
つ
い
て
、
実
践
的
な
体

験
を
し
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
保
育
者
に
と
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
は
保
育
の
質
へ
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
職

場
の
人
間
関
係
や
保
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
円
滑
に

す
る
大
切
な
要
素
で
あ
る
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま

ず
「
聴
く
こ
と
」
に
関
す
る
考
え
方
、
態
度
、
技
術

を
知
り
、更
に「
相
手
の
立
場
に
立
っ
て
聴
く
」た
め
、

最
後
ま
で
聴
く
、
感
情
に
表
情
を
合
わ
せ
る
、
相
槌

の
仕
方
、
大
切
な
言
葉
は
繰
り
返
し
伝
え
聴
く
、
等

の
傾
聴
ス
キ
ル
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
あ
た
た
か
な
人
間
関

係
」
を
育
む
た
め
に
、
最
適
な
対
人
距
離
、
相
談
場

面
で
の
座
席
の
空
間
配
置
と
そ
の
効
果
、
相
手
と
の

関
係
性
に
応
じ
た
視
線
の
使
い
分
け
、
頷
き
と
相
槌

の
違
い
、
態
度
と
仕
草
の
留
意
点
、
笑
顔
の
効
能
な

ど
の
各
要
素
に
焦
点
を
当
て
、
参
加
者
同
士
で
一
つ

一
つ
実
体
験
し
な
が
ら
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
か
ら
現
場
な
ら
で
は
の
質
疑
も
あ

り
、
丁
寧
な
助
言
と
共
に
保
育
者
へ
の
労
い
と
励
ま

し
の
言
葉
を
頂
き
な
が
ら
閉
講
と
な
り
ま
し
た
。
全

体
を
通
じ
て
実
践
的
で
学
び
の
多
い
講
義
を
頂
き
、

参
加
者
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
六
年
度

�
育
児
相
談
研
修
会
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